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第 41 回化学クラブ研究発表会プログラム 

主催：日本化学会関東支部 後援：文部科学省 

１．会 期 2024 年 3 月 26 日（火）09:40 ～ 16:00 

会 場 東京工科大学 八王子キャンパス 

２．プログラム 

09:40-09:50 開会式（大ホール） 

10:00-11:45 口頭発表（口頭Ａ～Ｃ会場） 

11:45-13:20 昼休憩 

13:20-14:50 ポスター発表（ポスター会場） 

15:10-15:25 エキシビション（大ホール） 

15:30-16:00 閉会式・結果発表 

３．発表プログラム 

口頭発表(20 件) 
1件につき 15 分（発表 10 分・質疑応答 4分・切り替え 1分） 

口頭Ａ会場 

A1.（10:00-10:15）蒸気圧降下を利用した新たな濃度の測定方法 

（茨城県立日立第一高等学校）○森祐輔・○丹勇人 

A2.（10:15-10:30）生分解性プラスチッのけん化時における活性化エネルギー 

（城西大学付属川越高等学校）○内田大晴・福神路晃・武藤壮佑・佐藤麗温 

A3.（10:30-10:45）高校数学（漸化式）で解く化学反応速度論 

（茨城県立日立北高等学校）○和泉敦樹・○荒木原太朗・○鴨志田直也・○三星蓮 

A4.（10:45-11:00）金属樹と電流密度・結晶格子の関係 

（山梨県立甲府南高等学校）○北森晴翔・○井畑輝亮・○野澤凱人・井上幸弥・村松庵 

A5.（11:00-11:15）ヨウ素時計反応の誘導時間を決める条件 〜二酸化炭素が与える影響の新説〜 

（千葉県立長狭高等学校）○平田茉央・○榎本梨乃・鎌田純・安西眞歩 

A6.（11:15-11:30）自作した道具で天気を予想 

（東海大学付属市原望洋高等学校）○逸見柚希・○木村結愛 

口頭Ｂ会場 

B1.（10:00-10:15）乳酸の生成とエステル化について 

（東京都立国立高等学校）○長谷川泰知・小山比呂・千葉ひなの・平久江康達・堀井肯・寺

内静哉 



B2.（10:15-10:30）ヒドロキシプロピルセルロースを基材とした人にやさしい温度応答性ゲルの調製と特性評価 

（東京都立科学技術高等学校）○伊藤友愛・○小堀悦志・○早川鈴菜 

B3.（10:30-10:45）コンニャクのゲル化メカニズムを利用したコンニャクグルコマンナン繊維の研究 

（群馬県立太田女子高等学校）○青木彩葉・○田村果穂・小池一葉・熊谷美空・高瀬琳子・

大須賀結衣・平石優空 

B4.（10:45-11:00）冷感ハンドクリームの作成 IV ～皮膚の感覚センサーである TRP チャネルの反応の変動～ 

（跡見学園高等学校）○土屋華・○久朗津晶・○小林万桜・○松尾美玖・○田中遥未 

B5.（11:00-11:15）チンして簡単！レンジでエステル合成 

（神奈川県立神奈川総合産業高等学校）○加美山菫・○山本愛菜 

B6.（11:15-11:30）フェノールフタレイン、フルオレセインの合成反応の可視化 

（流通経済大学付属柏高等学校）○長縄大雅・近藤瑠海・岩本すみれ・後藤美那 

B7.（11:30-11:45）固形燃料におけるシクロデキストリンの有効性 

（日本大学第三中学校・高等学校）○齋藤聡・宇都宮律希・石塚陽真 

口頭Ｃ会場 

C1.（10:00-10:15）スライム状ヨウ素電解液の提灯理論 

（安田学園高等学校）○近藤勇立・○西村壮詩 

C2.（10:15-10:30）メチレンブルーとアスコルビン酸による可逆的な光化学反応 

（大妻嵐山高等学校）○中村風香 

C3.（10:30-10:45）塩化銅の炎色反応の発色する色について 

（立教新座中学校）○齋藤啓登・熊懐涼介 

C4.（10:45-11:00）メタリン酸や水が緑茶の酸化還元滴定に及ぼす影響 

（千葉県立千葉東高等学校）○中野孝太朗 

C5.（11:00-11:15）落花生のプロシアニジンが緑茶のカテキンの抽出に及ぼす影響 

（渋谷教育学園幕張高等学校）○藤木陽世 

C6.（11:15-11:30）太古の昔千葉県のかん水はどうやってできたのか～成分分析で謎に迫る～ 

（日本大学習志野高等学校）○金澤賢玖・○渡辺塁・○岩崎彩華 

C7.（11:30-11:45）二酸化炭素還元生成物の確認 

（埼玉県立熊谷西高等学校）○高科彩菜・布施歩美・山崎凜・金子百花 

  



口頭発表 エキシビション(1 件) 

大ホール 

EX.（15:10-15:25）プラスチックの紫外線による劣化と高吸水性樹脂の吸収量の関係 

（岐阜県立岐阜高等学校）○堀江実徳・○足立佑磨・○大鹿主真・今井優弥・辻怜矩 

ポスター発表(41 件) 
13：20-14：50 

ポスター会場 

P01.（13:20-14:50）ブルーボトル反応の誘導期を操ろう！〜安全に実験を楽しむために〜 

（千葉県立長狭高等学校）○高橋祥斗・○杉田陽紀・○三浦健人・粕谷昊生 

P02.（13:20-14:50）原子の形に関する理論的考察 

（茨城県立日立第一高等学校）○榎本慧・○野内陽向 

P03.（13:20-14:50）硫化亜鉛ナノ粒子の組成分析と表面効果の検討 

（埼玉県立熊谷西高等学校）○田村仁・柳拓希・小林大将 

P04.（13:20-14:50）亜鉛と硫酸銅水溶液の反応における銅イオン濃度の変化 

（武蔵高等学校中学校）○萩原成礼 

P05.（13:20-14:50）電子レンジを用いる簡易な合金のつくり方 

（茨城県立土浦第一高等学校附属中学校）○髙橋寛明・○矢野新・○清野陽太・小藥遼輔・

近藤星汰 

P06.（13:20-14:50）泳ぐ人工イクラの運動Ⅲ ― ゲル周囲の水溶液の流れの可視化 ― 

（茨城県立日立北高等学校）○梅原瑞貴・○山口颯太・○根本知武 

P07.（13:20-14:50）デンプン糊の接着における水素結合の寄与の確認 

（東京都立日比谷高等学校）○大能広希 

P08.（13:20-14:50）ミルクの泡立ちの違いは何故起こるか 

（跡見学園中学校）○三澤美来 

P09.（13:20-14:50）尿素による糖の溶解量増加のメカニズムの解明 

（東京都立立川高等学校）○大林 伶央奈・○小山 修吾・○瀨川 晶 

P10.（13:20-14:50）金属葉のふしぎ ～銅の構造色の謎に迫せまる～ 

（成田高等学校）○小野俊輔・鈴木拓海・安藤大輝・古津侑大・佐野友里菜・安田愛菜・湯

浅義大・荒野心太郎・梅田翔成 

P11.（13:20-14:50）スライムの粘性 

（立教池袋中学校）○金結 



P12.（13:20-14:50）炭素棒の金属メッキについて 

（武蔵高等学校中学校）○高橋祥太朗 

P13.（13:20-14:50）ダイラタンシー現象と粒度の関係 

（東京都立国立高等学校）○岡田蒼空・○寺内静哉・堀井肯・小山比呂・長谷川泰知 

P14.（13:20-14:50）ダイラタンシー 

（富士見中学校）○佐藤菜々子・○伊藤柚妃 

P15.（13:20-14:50）ダイラタンシーの発生条件 

（東京都立多摩科学技術高等学校）○石川大地・○遠藤祥子・○佐々木哲・○関口煌世・○

山口璃乃・○山本空 

P16.（13:20-14:50）磁性スライムの作成について 

（立教池袋中学校）○池田百良・○中村琉煌・○林雅春 

P17.（13:20-14:50）重力に引かれるスズ樹 

（東京都立小石川中等教育学校）○川井結愛 

P18.（13:20-14:50）コーヒー豆ガラを用いたコーヒーカップの焼成 

（東京都立中野工科高等学校）○田代朋大・○山下想太 

P19.（13:20-14:50）植物プラントで SDGs に貢献 ～人と環境にやさしい栽培方法を化学する～ 

（東京都立杉並工科高等学校）○飯島ランシード・○宇野健斗・○深谷勇介・○山田彩織 

P20.（13:20-14:50）割れないシャボン玉について 

（富士見中学校）○清水雪那・○南谷麻葵・○大澤睦・岩田真奈・木村咲希・横山綺花 

P21.（13:20-14:50）家庭から排出されるマイクロファイバー回収装置の開発 

（東京都立多摩科学技術高等学校）○菅野花鈴 

P22.（13:20-14:50）アントシアニンによる pH 試験紙の作成 

（東海大学付属市原望洋高等学校）○佐久間弘都 

P23.（13:20-14:50）酒粕の美味しい活用法 

（玉川学園高等部）○青木英恵・○岩﨑真奈 

P24.（13:20-14:50）キャベツパウダー成分(β-アラニン・プロリン・グリシン)がカイコ・シルクに与える影響 

（樹徳高等学校）○諏訪極・○齋藤愛美・○吉滿律稀・○須永涼音・○田村彩花・○神田航

太朗 

P25.（13:20-14:50）アイスプラントを用いるハス田の流出水の浄化 

（茨城県立土浦第一高等学校附属中学校）○萩谷悠介・小藥遼輔・中根琉成 

P26.（13:20-14:50）シミ抜きに 適な大根を求めて 

（渋谷教育学園幕張中学校・高等学校）○水上結菜 

  



P27.（13:20-14:50）発光する物質 

（跡見学園中学校）○塩田理紗・○三宅史恵 

P28.（13:20-14:50）様々な発光色の実用的な二層間 PO-CL の作製 

（立教池袋高等学校）○三上玲鳳 

P29.（13:20-14:50）無色 pH 指示薬の補助増感物質の可能性 

（安田学園高等学校）○滝口喬平・○村頭龍斗 

P30.（13:20-14:50）効率の良いスライム増感太陽電池の研究 

（山梨県立甲府南高等学校）○石井詩織・○遠藤洸樹・○所華凜 

P31.（13:20-14:50）アゾベンゼン誘導体の置換基と溶媒の影響による色変化の分析 

（千葉県立柏高等学校）○影山聖弥 

P32.（13:20-14:50）鉄光触媒の可能性 

（立教池袋高等学校）○初田全彦 

P33.（13:20-14:50）NaCl 水溶液に AgCl の沈殿ができる濃度の定量分析は可能か 

（東京都立立川高等学校）○榊原侑・○松岡瑠美・○横川沙也子 

P34.（13:20-14:50）インジゴの溶解条件の検討 

（芝浦工業大学附属中学高等学校）○小園悠生 

P35.（13:20-14:50）スポーツドリンクの成分の違い 

（千葉県立千葉東高等学校）○峰凛太朗 

P36.（13:20-14:50）コイン磨きの 適化 

（芝浦工業大学附属中学高等学校）○住友奏太朗・○野崎大和 

P37.（13:20-14:50）緑茶の抽出条件による成分比較 

（玉川学園高等部）○清田桃子・○久保田千恵子 

P38.（13:20-14:50）薄層クロマトグラフィーを用いた経時的な分解反応の可視化 

（流通経済大学付属柏高等学校）○松永准弥・山口大晴・保谷つぐみ・丸山匠 

P39.（13:20-14:50）薄層クロマトグラフィー展開溶媒の組成を決定する ～分解能の向上と安全性の両立を目

指して～ 

（成田高等学校）○安藤大輝・古津侑大・鈴木拓海・小野俊輔・佐野友里菜・安田愛菜・湯

浅義大・荒野心太郎・梅田翔成 

P40.（13:20-14:50）純粋な油脂の化学的合成とその性質 

（東京都立日比谷高等学校）○太田学人 

P41.（13:20-14:50）廃プラスチック油化への挑戦パート２ ～油化率の向上を目指して～ 

（東京都立杉並工科高等学校）○小口寿輝・○ボイド賢・○吉田征悟 
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Hitoshi Muguruma, J. Agric. Food Chem. 2019, 67, 943−954
Hiyo Fujiki, Analytical Sciences, Electrochemical determination of the procyanidins in peanut skin using a carbon nanotube electrode,2023
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